
平成３０年度地方創生交付金関係（加速化交付金）　検証結果

□28繰地方創生加速化交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針

日本一ブランド
戦略プロジェク

ト

Ｈ28.3
～

Ｈ29.3

■全国レベルの農産物に竹田なら
ではの付加価値を付ける「プレミア
ムブランディング」の推進

・日本一のサフラン希少価値向上
プロジェクト
・たけたゴールデンかぼすプロジェ
クト
・日本のパイオニア竹田しいたけプ
ロジェクト
・日本一ブランド化&流通戦略会議

■地元の産品の知識を高め、生産
者が自信を持って売れる「知産知
消」の取組
・竹田食育“地域の宝”プロジェクト
・「夢を育む・農村のまち竹田市」と
　しての情報発信による消費者へ
のアプローチ

・国25,000千円　市2,116千円
　　　　　　　　　　　　　計27,116千円

・新規栽培戸
数の増3戸増

・知産知消マイ
スターの人材
育成5人

新商品、新食
品の開発件数
2件

・専用HPの立
上げ1本

農政課
保険健康課

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ ⑤所管課

Ｈ30.6.21開催

■竹田食育“地域の宝”
プロジェクト　5,526,220円
・「食ラボ」としての「たけ
たの食べ方編集室」を立
ち上げ、知産知消や食育
を地域で進める５名のマ
イスターを育成。
・日本一食材をはじめとす
る５つの食材の健康効果
の検証をおこなうことでそ
の可能性を見出し、それ
らの食材を活用したレシ
ピ開発と普及のための料
理教室の開催と３つの商
品開発。
・郷土料理をはじめとする
“地域の宝”を継承するた
めの食育映画上映会およ
びイベントによる継承のた
めの啓発と冊子の作成。
・事業の進捗を含めて食
育の啓発のためのホーム
ページ作成。

⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

①事業の継続
（地方創生推進
交付金活用）

○新規就農者
　11名（H28）
　　3名（H29）

○マイスター人
材育成
　5名（H28）
  5名（H29）

○新商品開発
　4品（H28）

○ＨＰ立ち上げ
　2件（H28）

全てのKPIが目標
値を達成するな
ど、大いに成果が
得られた。
しかしながら、一
朝一夕で成果が
出てくるものでは
なく、加速化交付
金による喫緊課
題対策だけでは
不十分と考える。
数年を通じて成
果を育んでいく必
要があり、推進交
付金により継続
的かつ深掘りしな
がら支援すること
で、より成果を実
らせることが可能
と考える。更には
2020年の東京オ
リンピックを首都
圏における最終
的な絶好のブラン
ド確立機会を捉
え、加速化交付
金で得られた成
果と課題を推進
交付金で補い継
続的に推進して
いく。

継続的かつ深掘
りしながら支援す
ることで、より成
果を実らせること
が可能と考える。

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果



平成３０年度地方創生交付金関係（加速化交付金）　検証結果

□28繰地方創生加速化交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針

“人間磁場”が
渦巻く「竹田ク
リエイティブ・シ

H28.3
～

H29 3

■「メディカル・ファッション」学院構
想
・エビデンス調査
■竹田草木染め学院構想　紺屋の
里Project.
・染め製品の開発、販売
■竹田市ＴＡＯ芸術村＆和太鼓学
院構想

・国40,000千円　市3,781千円
　　　　　　　　計43,781千円

・移住人口の増
10名

・雇用の創出
3名

・観光入込客数
の増

・新商品の開発
及び地域プロ
グラムの創出

件数　5件

企画情報課

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ ⑤所管課

Ｈ30.6.21開催

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果

何れの学院についても環
境整備を行ったのみ。
■「メディカル・ファッショ
ン」学院構想
・カリキュラム作成、写真
集の発刊、ファッ
ションショー開催、施設整
備　　等
　　     　　　　9,131千円
■竹田草木染め学院構想
紺屋の里Project.
・構想策定、環境整備、染
め製品の開発　等
　　　　     　　6,286千円
■竹田市ＴＡＯ芸術村＆
和太鼓学院構想
・カリキュラム作成、構想
策定　等
　　　　　     10,800千円

⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

①事業の継続

②事業内容の見
　 直し

③その他

※何れかにを選
択し右記欄に理
由を記載

・移住人口の増
　35名（Ｈ28）
　36名（Ｈ29）

・雇用の創出
　  0名（Ｈ28）
    3名（Ｈ29）

・観光入込客数
　270万人（Ｈ28）
　281万人（Ｈ29）

・新商品の開発
及び地域プログ
ラムの創出件数
　　5件（Ｈ28）

　他の地域にはな
いであろう、竹田
市固有のマンパ
ワーを活用した３
学院における移
住の増と雇用創
出が主の目的で
あり、竹田市の魅
力ＵＰによる観光
客増も期待でき
る。
　但し、「メディカ
ル・ファッション」
学院構想につい
ては、Ｈ29エンジ
ン01「 ばりぱ in
OITA 」の対応等
により、又、ＴＡＯ
芸術村&和太鼓
学院構想も候補
地における規制
解除手続きに時

「メディカル・ファッ
ション」学院構想
については、Ｈ
28.1進出協定を締
結した指導者の
意向を再確認し
今後のスケジュー
ルを検討。
ＴＡＯ芸術村&和
太鼓学院構想に
ついては規制解
除手続き時間を
要しているようだ
が、東京オリン
ピック・パラリン
ピックまでの開校
を目指し努力して
ほしい。

リエイティブ シ
ティー」構想の

実践

H29.3 間を要しており何
れも開校できてい
ない。草木染め学
院については竹
田市の施設を活
用して学院の場
所とし定期的な染
め塾の開催を
行っている。
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□28繰地方創生加速化交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針
検証結果

ものづくり産業
H28.3

■生産性及び付加価値の向上、国
内外販路開拓

〈負担割合・補助上限〉

中小製造業の
製造品出荷額

工業 10 4%

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ

地域就農シス
テム確立事業

H28.3
～

H29.3

■「新たな担い手への優良農地の
提供」、「空き家バンク情報などと連
携」し、担い手の確保から、育成、
農地確保、就農、居住までワンス
トップで対応する地域就農システム
を確立

　　・国10,000千円　　市244千円
　　　　　　　　　　  　計10,224千円

・就農学校及
びファーマーズ
スクールから

の就農者数　5
名

農林整備課

Ｈ30.6.21開催

Ｗin Ｗith family㈱
加工食品の販売を実施

①事業の継続

②事業内容の見
直し

■地域就農システムの構
築

委託料　　7,532千円
人件費　　　244千円

就農者 ５名

①事業の継続

②事業内容の見
　 直し

③その他

⑤所管課 ⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

・検証結果に記載
した様に再編整
備構想の策定、
新規就農者ワン
ストップ窓口の確
立等達成できたと
思われ、それに
伴い関係機関の
役割が明確化で
きた。今後は、そ
れを更に熟成し、
利活用していく事
に重点を置く事が
重要である。

事業は終了。
継続して売り上げ

・就農学校卒業生等に
計画的に優良な農地を
提供するための大規模
な農業団地造成に向
け、収集した情報を活
用して、新規就農者や
企業参入用の農地や
作物を考慮したゾーニ
ングを踏まえた農地再
編整備構想の策定が
出来た。　　また、優良
農地の提供、担い手の
確保、育成、空き家バ
ンク情報等が連携し、
情報提供できる体制が
整った。それにより竹
田市新規就農ワンス
トップ窓口のマニュアル
化が出来た。

事業ＫＰＩの実績
は確認できてい
ないが、個別企
業として売上や
雇用に大きく貢

実績値を踏まえた今後について（所管課）

ものづくり産業
地域連携推進

事業

～
H29.3

〈負担割合 補助上限〉
・県1/4・5,000千円、市町村1/4・

5,000千円、事業者等1/2、補助対
象経費上限20,000千円

工業：10.4%
食品：5.5%
（伸率）

企画情報課
加工食品の販売を実施
するための施設整備
　　　　　　　3,091千円

統計数値未確定
 直し

③その他

継続して売り上げ
目標等調査を行
い、必要な対応を
とること。

雇用に大きく貢
献している。
■売上
　Ｈ29 3,540万円
■雇用
　新規5名



平成３０年度地方創生交付金関係（推進交付金）検証結果

□28・29地方創生推進交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針

世界に冠たる
温泉資源を活
用した健康療
養地形成事業

Ｈ28.10
～

Ｈ31.3

■健康寿命の延伸と医療費の削
減のための予防医療・健康づくりの
人材・組織づくり
　・新たな職業の創出、雇用の促進
■温泉の入浴・飲泉による医科学
的調査によるエビデンスの蓄積と
利活用
　・医療費の削減、観光客数の増
■予防医療の仕組み・中長期滞在
型のプログラムの整備と情報発信
　・観光客数の増
【平成28年度】
・国12,530千円　市12,530千円
　　　　　　　　 計25,060千円
【平成29年度】
・国9,462千円　市9,462千円
計18,924千円

・観光消費額
の増
（H27 13,153百
万円）
（Ｈ28 9,051百
万円）　　　前
年比▲3,879百
万円
（H29 11,464百
万円）　前年比
＋2,412百万円
・観光客数の
増
（H27、330万
人）       （Ｈ
28、234万人）
前年比▲99万
人
（H29、295万
人）
前年比＋626
万人

商工観光課
保険健康課

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ ⑤所管課

Ｈ30.6.21開催

【H28年度実施】
・温泉入浴指導員養成講
座実施　２１名
・温泉利用指導者養成講
習会受講　２名資格取得
・竹田市総合インストラク
ター養成講座実施　２０名
資格取得　　・温泉の入
浴、飲泉による医療学的
調査
（温泉入浴分）5,404,800
円
（飲　泉　分）4,320,000円
・情報発信プロモーション
事業
2件、4,963,900円
【平成29年度】
・温泉入浴指導員養成講
座実施　１２名
・温泉利用指導者養成講
習会受講　１名資格取得
・竹田市総合インストラク

⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

健康増進プログ
ラムの開発、商品
販売、人材活用
を具体的にス

キームを構築し、
プログラムを提供
し、新規顧客の獲
得を図るようと努

めてほしい。

・観光消費額の
増
（H27 13,153百
万円）
（Ｈ28 10,668百
万円）　前年比
▲2,485百万円
（H29 10,993百
万円）　前年比
＋325百万円
・観光客数の増
（H27、330万人）
（Ｈ28、270万人）
前年比▲60万人
（H29、281万人）
前年比＋11万人

・温泉利用型健
康増進施設にお
ける有資格者の
配置及び人材育
成実績数

①事業の継続

②事業内容の見
　 直し

③その他

九州北部豪雨災
害、台風災害等
による公共交通
不通や観光客総

数の減少

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果

万人
・温泉利用型
健康増進施設
における有資
格者の配置及
び人材育成実
績数
（Ｈ28、20名）
（H29、22名）

竹田市総合インストラク
ター養成講座実施　１６名
資格取得　　・温泉の入
浴、飲泉による医療学的
調査
（温泉入浴分）3,996,000
円
・情報発信プロモーション
事業
3件、4,998,000円

成実績数
H28、34名
H29、18名



平成３０年度地方創生交付金関係（推進交付金）検証結果

□28・29地方創生推進交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針

竹田アグリツ
アービュークリ
エーション事
業・九州竹田
産ホップ栽培

への挑戦

Ｈ28.10
～

Ｈ31.3

　九州で栽培事例の無いビールの
原料であるホップ栽培に挑戦し、景
観形成の導入及び主産業である観
光と農業の波及効果を狙い、大手
企業との協調による農業地帯であ
る竹田市のPR及び地域活性化に
取り組む。

・竹田に興味を
持った人の数

・空き家バンク
への登録者数

・誘致企業数

農政課

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ ⑤所管課

Ｈ30.6.21開催

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果

◇平成28年度
【事業内容】
・九州竹田市産ホップ研
究会の発足
・実証圃場栽培棚設置
（荻・久住・直入　3ヶ所）

【経費内訳】
・講師報酬
・圃場管理費（肥料等含
む）
・圃場資材、施行費

　国3,558千円
　市3,559千円
　　　　　　　　計7,117千円

◇平成29年度
【事業内容】
・ホップ定植
・栽培実証開始

⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

①事業の継続

②事業内容の見
　 直し

③その他

◇市HPアクセス
数
501,761件（Ｈ28）
511,924件（Ｈ29）
◇空き家バンク
への登録者数
　119人（Ｈ28）
　118人（Ｈ29）

◇誘致企業数
　0件（Ｈ28.29）

一部のKPIが目標
に達しなかったも
のの、大手企業と
の協調による竹
田市のPR及び地
域活性化は、
徐々にではある
が得られている。
事業最終年度の
30年度は、商品
開発等行う中、引
き続きその過程を
全国に情報発信
（話題性）し竹田
市のブランドイ
メージ構築を図っ
ていく。

概ね順調にホップ栽培
は進んでいると思われ
る。将来的に竹田市の
産業として自立・定着し
ていけるかという疑問も
感じられるため、検証を
より加速させていく必要
がある。
　また、情報発信（話題
性）を行うことで、更なる
竹田市ブランドの構築を
図ってほしい。

栽培実証開始
　（作業、調査、研究）
・情報発信

【経費内訳】
・栽培研修費
・圃場管理費

　国622千円
　市645千円
　　　　　　　　計1,267千円



平成３０年度地方創生交付金関係（推進交付金）検証結果

□29地方創生推進交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針

日本一ブランド
戦略深化プロ
ジェクト「農・食
連携から知産

知消へ」

Ｈ29.4
～

Ｈ32.3

竹田市では栽培者の規模拡大、生
産性向上、担い手の支援等を政策
の中心として取組を行っているが、
日本一を目指せる竹田市の農業と
して
①全国レベルの農産物（カボス・サ
フラン・しいたけなど）に竹田市なら
ではの付加価値を付ける「プレミア
ムブランディング」の推進
②地元産品の知識・効能を高め、
生産者が自信を持って作ったもの
を遠くの知人が消費してくれる「知
産知消」の取組
③これらを情報発信し、夢を育むこ
とができる農村・農業の竹田市を広
く知ってもらうこと（新しい人の流れ
に寄与）により消費者アプローチを
積極的に展開し、日本一ブランドの
確立を目指し、安定的な収入の確
保及び、新規栽培者の確保を図っ
ていく。

①特産品を生
産する新規就
農者数の6名
増

②新商品・新
食品開発件数
3件

③知産知消マ
イスターの認
定者数5名

農政課
及び

保険健康課

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ ⑤所管課

Ｈ30.6.21開催

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果

　サフランの健康効果検
証を進める中、レシピの
普及や料理教室の開催
や、郷土料理をはじめと
する“地域の宝”を継承す
るための研修会等の開
催、HPを活用した食育に
関する情報発信や啓発を
行うほか、かぼす・しいた
けの収穫体験ツアーの開
催や首都圏等でのPRイ
ベントを開催し、消費者・
販売者へ直接的にアプ
ローチ・販売を行った。

【主な事業】
・たけたゴールデンカボス
プロジェクト

・日本のパイオニア竹田し
いたけプロジェクト

⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

①事業の継続

②事業内容の見
　 直し

③その他

①特産品を生産
する新規就農者
3名

②新商品・新食
品開発0件

③知産知消マイ
スター5名認定

加速化交付金か
らの継続事業とし
て、初年度のKPI
達成状況は芳しく
なかったものの、
事業開始から取
組が前進・改善し
ている。
このことにより、
竹田市の産品を
全国にアプローチ
することでき、地
域活性に寄与し
ていると考える。
引き続き、PDCA
サイクルに沿った
検証を行いなが
ら、事業を推進し
ていく。

【竹田食育”地域
の宝”プロジェク
ト】
医療機関等の専
門機関との協議
により、農産物
（サフラン）の健
康効果の研究の
深化が必要。ま
た、健康効果が
認知されれば、新
規栽培者の確
保、新商品の開
発を加速させるこ
とに期待できる。

 ・国 3,750千円　 ・市 3,853千円
 　　　　　　　　　　　　計  7,603千円

・竹田食育“地域の宝”プ
ロジェクト

・日本一のサフラン希少
価値向上プロジェクト

・「銀座のかぼす」収穫祭



平成３０年度地方創生交付金関係（推進交付金）検証結果

□29地方創生推進交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針
①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ

竹田市ヒュー
マン・プロジェ
クト「人づくり・
人つなぎの体

制づくり

Ｈ29.6
～

Ｈ31.3

芸術文化ジャンルの移住者や、
チャレンジ志向の高い地域おこし
協力隊が多数いるにも関わらず、
定住に向けたサポートに関するノ
ウハウが不足している背景から、
現在市が主体的に行っている「農
村回帰支援センター」を、ETICの支
援も受け、民間ノウハウの持った
自立性の高い組織に再構築するこ
とで、今後、①地域おこし協力隊の
就業・創業支援（域外の若い人材
への積極的な起業支援など）②ク
リエイティブ人材の交流による竹田
新ブランドの創出（市が設置したイ
ンキュベーション型工房を活用し
た、創業支援など）③移住者と地域
住民との人つなぎの場の創出（19
名いる集落支援員のネットワークを
活用した移住者と地域住民の情報
交換の場の提供など）④地域の受
け皿となる人材育成（集落支援員
への移住者受入にかかる意識醸

①竹田市への
移住者数20人
②起業・創業
人数1人
③起業・創業
者の労働生産
性の増

Ｈ30.6.21開催

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果

企画情報課

⑤所管課 ⑥事業実績の概要

①事業の継続

②事業内容の見
　 直し

③その他

　移住・定住支援
組織の体制強化
及びそれに係る
人材の育成はで
きたことから、こ
の組織を軸に、今
後移住定住のモ
デルとなるよう個
性的な政策を連
携連動させなが
ら移住定住事業
に取り組むんで
ほしい。

⑦実績ＫＰＩ

①地域おこし協力隊の就
業・創業支援（ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ要請講座等企画費設
計費等）
　・【基礎編】研修　３回開催
　・【実施編】長期研修開催
　　￥2,999,808円
②地域文化資源の活用を
活かしての地域再生に向
け
ての調査及びコーディネ
イト（現地クリエイティブ人
材等調査等）
　・現地調査
　・ものづくり講座　４回開催
　　￥2,999,700円
③移住定住対策縁結び
事業（婚活ウェブサイト制
作、婚活イベント企画運
営等）
　・動態意識調査の実施

・ワークショップ ２回開催

①竹田市への移
住者数
　　20世帯36人
②起業・創業人
数
　　　　　　　6人
③起業・創業者
の労働生産性
　　　　※未確定

　初年度のKPI
は、達成してい

る。
　様々なジャンル
で活動する協力
隊の就業や起業
支援、移住者の
定住に向けたサ
ポートや地域との
連携づくりなど、
より専門性の高
い人材育成やノ
ウハウを取得し、
組織的な体制を

強化した。
　また、移住定住
促進施策として、
移住者を受け入
れる地域のあり
方の検討、縁結
び事業を実施し、
今後事業推進す

制づくり」
への移住者受入にかかる意識醸
成など）に取り組む。

・ワ クショップ　２回開催
　・支援体制整備
　　￥2,997,327円
④地域コミュニティ運営協
議会導入の検討（検討会
及び報告会の企画運営
等）
　・ヒアリング調査の実施
　・アンケート調査の実施
　・関係機関検討会３回開催

　・方針検討会1回開催
　・方針報告会1回開催
　　￥2,804,794円
⑤農村回帰支援センター
の整備（研究会の企画・
運営、報告書プラン作成
等）
　・あり方検討会２回開催
　・民間人材の活用・育成

回開催

今後事業推進す
るための体制が

創れた。



平成３０年度地方創生交付金関係（拠点整備交付金）　検証結果

□拠点整備交付金

⑧所管課における検証結果 ⑨今後の方針

①事業の継続

成３０年度への事
業繰越となってい
るため、施設完成
後に検証を行う
予定。なお、５月
３１日に交付決定
を受けた後、前年
の熊本地震や７
月の九州北部豪
雨等、建築単価
及び人件費等の
高騰影響により
価格が折り合わ
ず、入札不調とな
り、その後、規模
や工期を見直し

た上で契約を行う

平成３０年度への
事業繰越し、現在

整備中。

Ｈ30.6.21開催

実績値を踏まえた今後について（所管課）
検証結果

「観光×温泉」
による滞在型
ヘルスツーリ
ズムの拠点・
温泉利用型健
康増進施設（ク
アハウス）整備

事業

Ｈ30.11
～Ｈ3

市民をはじめ市外の健康志向のお
客さまや長期滞在可能な富裕層を
積極的に取り込み、経済産業省が
進める「ヘルスツーリズム認証」に
基づいたヘルスケア産業のモデル
事業拠点として、また、厚生労働省
が進める「宿泊型新保健指導」など
の健保組合や企業とのコラボレー
ションした各種健康づくりプログラ
ムを提供する拠点として中長期滞
在可能な施設、「温泉利用型健康
増進施設」を整備。

【施設概要】
・受付/事務室/倉庫/給湯室(23.01
㎡)・多目的ホール(79.61㎡)・医務
室(7.13㎡)・家族風呂(12.08㎡)・トイ
レ(12 14㎡:1F 8 90㎡/2F 3 24㎡)・

平成32年度ま
でにクアハウス
利用者収入
68,817千円

竹田市の観光
消費額
3,251,120千円
増

正規・臨時職
員雇用者数

直入支所地
域振興課

①事業名 ②事業期間 ③事業の概要 ④事業ＫＰＩ ⑤所管課

出来高額
　43,266,960円
交付金充当額
　21,620,500円

※Ｈ30年度へ繰越

⑥事業実績の概要 ⑦実績ＫＰＩ

た上で契約を行う
ことができたが、
資材、人員確保
などの状況を踏
まえた計画変更

により繰越事業と
なった。

レ(12.14㎡:1F 8.90㎡/2F 3.24㎡)・
機械室(17.30㎡)・体操スペース
(79.54㎡)・湯中運動浴槽(42.79㎡)・
気泡浴(4.81㎡)・2F浴室(97.3㎡)・歩
き湯(129.38㎡)・寝湯(31.67㎡)・サ
ウナ(6.06㎡)・その他(116.19㎡)

総事業費　487,329,480円
交付金対象事業費　180,175,000円

員雇用者数
14人
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